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研究課題名「消化器疾患に対するケストースの有用性とFaecalibacterium属菌種との関

連について」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

実施日より2028年3月31日の間に、名古屋医学医学部附属病院において 

「炎症性腸疾患におけるケストースの有用性について」に参加された潰瘍性大腸炎患

者、 

「NAFLD（Nonalcoholic Steatohepatitis）/NASH（Nonalcoholic Fatty Liver Disease）

におけるケストースの有用性について」に参加されたNAFLD/NASH (名称変更後

MAFLD/MASH)の患者、 

現在試験中の「B型慢性肝炎患者におけるケストースの有用性に関する研究」でB型慢

性肝炎患者を対象とした臨床試験へ参加された方のうち、情報・資料の二次利用につい

て文書で同意いただいた方。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：潰瘍性大腸炎患者、NAFLD（Nonalcoholic Steatohepatitis）/NASH

（Nonalcoholic Fatty Liver Disease）、B型慢性肝炎を対象とした上記臨床試験にて腸  

内細菌叢解析を実施する際に得られた糞便より作製したDNAサンプルの残りを用いて

Faecaibacterium属菌種の定量化を実施することです。 

 

研究方法： 

Faecalibacterium属菌種のコピー数と上記臨床試験にて既に得られている情報 (以下、

既存情報) との相関解析を実施する。 

 

研究期間：実施承認日 ～2028年3月31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

各試験の糞便中の腸内細菌叢解析を実施した際にすでに得られたDNAサンプルの残りを

使用する。 

既存診療情報として病名、年齢、性別、身長、体重、症状、既往歴、内服歴、生活歴、家

族歴、身体所見）、採血検査、CT画像、MRI画像、単純レントゲン画像、超音波画像、内

視鏡画像、病理検査、排便状況、運動習慣、食事習慣 (アンケート)、呼気データなど。 

 



 

 

 

４．外部への試料・情報の提供 

実施した臨床試験「潰瘍性大腸炎に対するケストースの有用性について」、「NAFLD/NASH

におけるケストースの有用性について」、「B型慢性肝炎患者におけるケストースの有

用性に関する研究」の腸内細菌解析のため使用した糞便より作成したDNAサンプルの残

余検体を郵送し、カルテ情報を患者の個人情報を非識別化したファイルを共有する。 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

研究責任者（所属・職名・氏名） 

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学 准教授 本多 隆 

研究分担者（所属・職名・氏名） 

名古屋大学医学部附属病院 光学医療診療部 准教授 中村 正直 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科病院講師 石津 洋二 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科病院講師  山村 健史 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科病院助教 山本 健太 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科医員 水野史崇 

名古屋大学大学院医学系研究科 大学院生 佐原和規 

共同研究者（所属・職名・氏名） 

東京農業大学 応用生物科学部・教授・遠藤明仁 

物産フードサイエンス株式会社 研究開発センター・研究員・門田吉弘 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  名古屋市昭和区鶴舞町 65 番地、052-744-2169、研究責任者 名古屋大学大学院医学

系研究科消化器内科学 本多 隆 

 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学 准教授 本多 隆 


